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　近年、全国各地で気象災害が頻
ひん

発
ぱつ

しており、町内でも記録的豪雨による浸水被害が発生した。本委員
会は、被災した自治体への研修、消防団や地区公民館長との懇談会を通じ、地域住民による自主防災活
動と防災意識の向上が最重要課題であると確認し、次のとおり提言する。

●地域防災リーダーを育成し、地区の実情にあわせた訓練や研修の実施により地域住民の連携強化と意
　識向上を図ること。

●気象条件に左右されず、停電時にも対応できる情報提供体制を整えること。

●速やかな復旧のため搬出ルールを確立し、処分に必要な運搬費用、処分経費等の助成制度を創設する
　こと。

　小中学校にＩＣＴ機器が導入され、学校教育の情報化が開始された。ＩＣＴ教育導入により学習環境
が大きく変化するため、児童生徒間の格差や指導教員の負担増加が懸念される。学校教育の情報化を円
滑に進めるため、次のとおり提言する。

●教師の負担軽減のため、ＩＣＴ支援員の増員などデジタル教育を迅速に進められる体制を構築し、児
　童生徒の適性に応じた細やかな指導体制を整えること。

●ＩＣＴ教育の目的やルールを家庭と学校で共有し、丁寧に進めること。
●通信環境のない家庭や通信費の負担が困難な家庭の支援制度を創設すること。

●デジタル教育にスムーズに移行するための準備、対策を行うこと。
●授業支援ソフトやデジタル教科書等を技術の進歩に合わせ、随時更新すること。

2021. ７. 20－ 2－

総務文教常任委員会
防災・減災対策

情報化教育の推進

自主防災組織の機能強化

的確な情報提供体制の整備

災害廃棄物の具体的な処理方法の確立

学校現場へのサポート体制強化

情報化教育に対する家庭の理解と負担軽減

効果的な機器等の管理、計画的な教材整備
●電気柵に沿った緩

かんしょうたい

衝帯の整備に対する 
　補助制度を設けること。
●山間集落のみでは電気柵、緩衝帯の維
　持管理は困難であるため、町ぐるみで
　のサポート体制を整えること。
●放置果実、肥塚、農作物残

ざん

渣
さ

等が野生
　動物の餌とならないよう、適切に処理
　することを徹底して指導すること。

2021. ７. 20 － 3－

産業厚生常任委員会
イノシシ被害軽減対策
　近年、イノシシによる農業被害の増加に加え、市街地にも出没するに至り、イノシシ対策は全町あげ
ての課題といえる。人口減少下にあって増加するイノシシに対するには、鳥獣被害対策の省力化、効率
化を進めると同時に、対策の最前線である山間集落を地域全体でサポートする必要がある。
　このような状況を踏まえ、イノシシ被害軽減対策を次のとおり提言する。

●電気柵を切れ目なく設置するための整備計画を策定し、計画区域で導入を希望する集落に電気柵を優
　先設置すること。
●維持管理が比較的容易なワイヤーメッシュ電気柵を積極的に導入すること。
●計画区域の受益者負担額に上限を設け、電気柵導入の促進を図ること。

●止め刺し作業に危険が伴うくくりわなに代え、箱わなを大量に導入し捕獲頭数の増加を図ること。
●わなの監視システム導入、見回り代行の組織化や見回り経費の補助など、架設者の負担を軽減しわな
　の架設数増加を図ること。
●置賜広域も視野に冷凍設備を整備し、捕獲個体を切断し焼却処分可能とすること。
●一度に多数の個体を捕獲するため、囲いわなの実証試験を実施すること。

▲町の発展を願い、議会から政策を提言

議会から町長へ提言

侵入防止対策

捕獲対策

環境整備対策



2021. ７. 20－４－

　
６
月
定
例
会
を
　
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
繰
越
計
算
書
の
報
告
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
、

条
例
の
改
正
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　
ま
た
７
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
た
。
請
願
に
つ
い
て
は
、
２

件
が
不
採
択
と
な
っ
た
。

1３

６月４日～１６日

　６月
定例会

▲旧四中校舎を活用した産業振興センター

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

　
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　
　
１
億
８
６
５
０
万
円
繰
越

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計

　
（
第
２
号
）

９
８
３
９
万
円
追
加

◆
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
（
第
１
号
）

60
万
円
追
加

◆
令
和
３
年
度
病
院
事
業
会
計

　
（
第
１
号
）３

６
０
万
円
追
加

◆
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙

　
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費

　
負
担
に
関
す
る
条
例
の
設
定

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　
部
改
正

◆
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振

　
興
基
本
条
例
の
設
定

以
上
、
詳
細
７
ペ
ー
ジ

◆
稲
作
農
家
の
危
機
を
回
避
し
、

　
農
業
の
発
展
を
図
る
た
め
の

　
請
願

◆
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
の

　
需
給
改
善
と
米
価
下
落
の
対

　
策
を
求
め
る
請
願

以
上
、
詳
細
８
ペ
ー
ジ

報

　
　
　告

補
正
予
算

条

　
　
　例

請

　
　
　願

低所得の子育て世帯に生活応援

2021. ７. 20 －５－

　
４
月
28
日
臨
時
議
会
を
開
催

し
、
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正

に
つ
い
て
審
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
し
た
。

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計

　
（
第
１
号
）

６
１
７
２
万
円
追
加

•
飲
食
業
等
、
交
通
サ
ー
ビ
ス

　
事
業
者
持
続
化
給
付
金

•
斎
場
冷
暖
房
機
器
更
新
工
事

　
な
ど

◆
税
条
例
等
の
一
部
改
正

◆
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改

　
正

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　
部
改
正

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

以
上
、
詳
細
７
ペ
ー
ジ

補
正
予
算

条

　
　
　例

臨
時
議
会

令和３年度の補正予算を可決

低所得の子育て世帯に生活応援
一般会計
９８３９万円追加し

令和３年度の総額

１０８億２０１１万円に
《主な使いみち》

●低所得の子育て世帯に対する生活支援特別給付…３３０６万円
　－町独自の上乗せ子育て世帯応援金…１０８３万円－
●産業振興センターの整備 …………………………１３０６万円
●再生可能エネルギー導入目標策定作業……………９９７万円
●小学校学習支援ソフト導入…………………………２０４万円
●高畠病院内感染防止対策 …………………………１０７６万円
●高齢者いきいき活動支援 ……………………………１００万円
（コロナ感染症検査体制支援・加湿器整備）



2021. ７. 20－６－

委員会審議

予
算
特
別
委
員
会

補
正
予
算

ワ
ク
チ
ン
接
種

一
般
会
計

令
和
３
年
度

▲活用が期待される産業振興センター内のビジネススペース

問
　
工
事
請
負
費
が
４
７

０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
そ
の
内
容
は
。

答
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に

待
機
す
る
プ
レ
ハ
ブ
設
置

と
、
ワ
ク
チ
ン
を
保
管
す

る
容
器
へ
の
施
錠
設
置
で

あ
る
。

問
　
飲
食
業
等
に
お
け
る

売
り
上
げ
減
少
の
比
較
は
、

一
昨
年
と
今
年
の
１
月
か

ら
３
月
ま
で
の
３
か
月
合

計
、
も
し
く
は
月
単
位
の

比
較
か
。

答
　
一
昨
年
と
今
年
の
同

じ
月
を
比
較
し
、
最
も
売

り
上
げ
が
減
少
し
た
月
で

計
算
す
る
。

問
　
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
店
、

露
天
商
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

等
、
コ
ロ
ナ
後
に
立
ち
上

げ
た
事
業
へ
の
支
援
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答
　
コ
ロ
ナ
前
の
比
較
す

る
売
り
上
げ
が
な
い
た
め
、

基
本
額
の
み
の
支
援
を
考

え
て
い
る
。

問
　
飲
食
業
等
へ
の
仕
入

れ
事
業
者
な
ど
、
幅
広
い

経
済
支
援
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
ど
う
か
。

答
　
今
後
、
商
工
会
と
相

談
し
な
が
ら
支
援
範
囲
、

支
援
内
容
等
を
検
討
す
る
。

問
　
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工

事
が
追
加
と
な
っ
た
が
、

見
積
り
の
時
点
で
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
か
。

答
　
工
事
中
に
法
律
改
正

が
あ
り
、
い
ま
ま
で
該
当

し
て
い
な
か
っ
た
素
材
も

ア
ス
ベ
ス
ト
に
加
え
ら
れ

た
た
め
、
追
加
工
事
と

な
っ
た
。

問
　
令
和
５
年
に
予
定
さ

れ
て
い
た
公
共
施
設
等
の

長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し

が
、
２
年
前
倒
し
て
今
年

度
実
施
さ
れ
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

答
　
令
和
２
年
度
に
、
国

の
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計

画
が
見
直
さ
れ
、
総
務
省

か
ら
長
寿
命
化
計
画
の
見

直
し
を
要
請
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。

問
　
熱
中
小
学
校
で
、
ぶ

ど
う
畑
を
再
生
し
ワ
イ
ン

作
り
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て

移
住
定
住
に
結
び
付
け
て

い
く
の
か
。

答
　
交
流
人
口
が
増
加
し

て
い
る
中
で
、
ぶ
ど
う
作

り
等
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
、
体
験
宿
泊
を
通
じ

て
、
当
町
で
農
業
を
希
望

す
る
人
に
定
住
し
て
も
ら

え
る
よ
う
企
画
し
た
い
。

問
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
を
整
備
す
る
が
、

今
後
と
も
そ
の
都
度
計
画

し
て
い
く
の
か
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
で
新
規
事

業
に
取
り
組
め
な
い
事
業

者
も
あ
る
た
め
、状
況
を
見

極
め
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
整
備
は
ビ
ジ
ネ

ス
用
が
主
と
な
る
よ
う
だ

が
、
学
生
や
女
性
グ
ル
ー

プ
な
ど
幅
広
く
活
用
を
広

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
ビ
ジ
ネ
ス
用
に
特
化

せ
ず
、
幅
広
く
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
考

え
て
い
く
。

以
上
の
案
件
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。

４
月
臨
時
会

飲
食
業
等
へ
の
支
援

旧
一
中
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事

６
月
定
例
会

公
共
施
設
管
理
計
画

の
見
直
し

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
整
備

移
住
定
住
促
進

委員会審議

2021. ７. 20 －７－

産
業
厚
生
委
員
会

条

　例
総
務
文
教
委
員
会

町
民
税
、軽
自
動
車
税
、

固
定
資
産
税
の
改
正

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　
法
令
改
正
に
伴
い
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
収

入
が
著
し
く
減
少
し
た
被

保
険
者
の
国
保
税
、
介
護

保
険
料
の
減
免
措
置
を
、

令
和
３
年
度
ま
で
延
長
す

る
も
の
。公

布
の
日
に
施
行

条

　例

４
月
臨
時
会

国
保
税
、
介
護
保
険
料

の
減
免
措
置
の
延
長

◆
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
法
令
改
正
に
伴
い
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

主
な
改
正
点

•
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
拡

　
充

　
　
住
宅
ロ
ー
ン
の
減
税

　
措
置
を
令
和
17
年
度
ま

　
で
延
長
す
る
も
の
。

　
　
ま
た
、
床
面
積
要
件

　
を
40
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　
上
ま
で
緩
和
す
る
も
の
。

•
軽
自
動
車
税
環
境
性
能

　
割
の
税
率
区
分
見
直
し

　
　
軽
自
動
車
取
得
税
率

　
を
「
２
０
３
０
年
度
燃

　
費
基
準
」
の
達
成
率
に

　
見
直
す
も
の
。

４
月
臨
時
会

•
軽
自
動
車
税
臨
時
的
軽

　
減
の
延
長

　
　
軽
自
動
車
取
得
税
率

　
の
１
パ
ー
セ
ン
ト
軽
減

　
措
置
を
、
令
和
３
年
12

　
月
31
日
ま
で
延
長
す
る

　
も
の
。

•
固
定
資
産
税
の
負
担
調

　
整
措
置
の
延
長

　
　
固
定
資
産
税（
土
地
）

　
が
急
増
し
な
い
た
め
の

　
調
整
措
置
を
令
和
５
年

　
度
ま
で
延
長
す
る
も
の
。

•
固
定
資
産
税
の
税
額
据

　
え
置
き
措
置

　
　
前
項
の
調
整
措
置
の

　
対
象
と
な
っ
た
土
地
に

　
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

　
の
固
定
資
産
税
額
を
据

　
え
置
く
も
の
。

公
布
の
日
に
施
行

◆
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
改
正

　
法
令
改
正
に
伴
い
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

主
な
改
正
点

•
都
市
計
画
税
の
負
担
調

　
整
措
置
の
延
長

　
　
都
市
計
画
税（
土
地
）

　
が
急
増
し
な
い
た
め
の

　
調
整
措
置
を
令
和
５
年

　
度
ま
で
延
長
す
る
も
の
。

•
都
市
計
画
税
の
税
額
据

　
え
置
き
措
置

　
　
前
項
の
調
整
措
置
の

　
対
象
と
な
っ
た
土
地
に

　
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

　
の
都
市
計
画
税
額
を
据

　
え
置
く
も
の
。

公
布
の
日
に
施
行

◆
議
会
議
員
及
び
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条

例
の
設
定

　
法
令
改
正
に
伴
い
、
左

記
の
選
挙
運
動
に
対
し
、

公
費
負
担
す
る
も
の
。

•
選
挙
運
動
用
自
動
車

•
選
挙
運
動
用
ビ
ラ

•
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー

　
ま
た
、
供
託
金
制
度
も

導
入
さ
れ
る
。

公
布
の
日
に
施
行

問
　
ビ
ラ
に
は
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

も
含
ま
れ
る
か
。

答
　
市
議
会
議
員
選
挙
と

同
様
で
、
選
挙
期
間
中
に

配
布
す
る
も
の
が
対
象
と

な
る
。

問
　
町
独
自
の
取
り
扱
い

は
あ
る
か
。

答
　
国
の
基
準
を
準
用
し

て
い
る
。

　
以
上
の
案
件
は
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。

都
市
計
画
税
の
減
免

６
月
定
例
会

町
長
、
議
会
議
員
選
挙

に
対
す
る
公
費
負
担

６
月
定
例
会

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例

字
句
の
変
更

の
一
部
改
正

　
法
令
改
正
に
伴
い
、
条

例
の
字
句
を
改
正
す
る
も

の
。

公
布
の
日
に
施
行

◆
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例
の
設
定

　
中
小
企
業
、
小
規
模
企

業
の
振
興
施
策
を
効
果
的

に
展
開
す
る
た
め
設
定
す

る
も
の
。公

布
の
日
に
施
行

問
　
条
例
設
定
後
の
振
興

計
画
は
あ
る
か
。

答
　
現
在
、
推
進
計
画
を

策
定
中
で
あ
る
。

　
活
用
で
き
る
国
、
県
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後

調
査
す
る
。

　
以
上
の
案
件
は
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。

中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
の
振
興
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会

で
の
請
願
審
査
に
お
い
て

「
こ
れ
以
上
米
価
の
下
落

が
続
け
ば
、
農
家
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
る
」
「
政
府

に
よ
る
買
い
入
れ
に
は
実

現
性
が
な
い
」
「
ミ
ニ
マ

ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入
は

国
際
協
約
で
あ
り
、
一
方

的
な
変
更
は
で
き
な
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
で
採
決
し
た
結

果
、
賛
否
同
数
、
委
員
長

裁
決
で
「
不
採
択
」
と
な

っ
た
。

　
た
だ
し
、
何
ら
か
の
米

価
下
落
対
策
が
必
要
で
あ

る
と
の
認
識
は
一
致
し
た

た
め
、
国
や
関
係
機
関
に

対
し
、
高
畠
町
議
会
か
ら

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

請　願　者　　高畠町農民連　鈴木　憲一　氏　　農民運動山形県連合会　会長　小林　茂樹　氏
紹介議員　　菊地　英雄　議員　　山木　由美　議員
請願趣旨（要約）

新型コロナ禍によるコメの需給改善と米価下落の対策を求める請願

　米消費の落ち込み、過剰な在庫により、生産
者米価の暴落が懸念される。米価の下落は、稲
作農家の崩壊、日本農業の衰退を招き、日本の
食糧安全保障にとっても重大なことである。
　国の責任において、ミニマムアクセス米の輸

稲作農家の危機を回避し、農業の発展を図るための請願
請　願　者　　高畠町民懇話会　今田　雄一　氏
紹介議員　　菊地　英雄　議員　　山木　由美　議員
請願趣旨（要約）

入停止、国内外の困窮者への救済米の支給、飼
料用米の拡大、備蓄米の確保等、再生産が確保
され、営農が持続できる米価を維持する施策を
要望する。

　新型コロナウイルスの感染拡大により需要が
「消失」し、過大な在庫が生じたため、２０２０
年産米の市場価格は大暴落した。本年は、さら
なる消費減少と相まって、昨年以上の米価下落
が危惧される。
　コロナ禍による需要減少分は、政府の責任に
おいて、市場から隔離すべきである。

請願事項
１．コロナ禍の需要減少による過剰在庫を政府が緊急に買い入れ、米の需給環境を改善し、米価下
　　落に歯止めをかけること。
２．政府が買い上げた米を、コロナ禍などによる生活困窮者・学生などへの食糧支援で活用すること。
３．主食用米から飼料用米等への転換にあたっては、産地交付金などの増額をはかり、主食用米並
　　みの所得を生産者に補償すること。
４．国内消費に必要のない外国産米（ミニマムアクセス米）の輸入を、当面、国産米の需給状況に
　　応じた輸入数量調整を実施すること。

　同時に、国内需要のないミニマムアクセス米
の輸入数量を調整するなど、国産米優先の政策
に転換する必要がある。
　コロナ禍という経験したことのない危機的事
態のなか、農業者の経営と地域経済を守るため、
従来の枠にとらわれない対策が必要である。

請
　
願

審
査
概
要

請願は不採択となったが、議会として意見書を提出することになった

2021. ７. 20 －９－

一 般 質 問

町政を問う
７名の議員が質問に立つ
一般質問とは、町長に対して事務の執行状況や将来に向けての
考えをただすものである。

※次ページからは一般質問の要約であり、本ページの項目と異なる場合があります。

●佐藤仁一議員…………………10
　１．新型コロナの対応は
　２．今後の財政について

●直島義友議員…………………11
　１．令和三年度施政方針について
　２．学校給食について

●菊地英雄議員…………………12
　１．コロナ禍の影響が及ぼす厳しい
　　　地域経済の中で
　２．在住する外国人の生活現状につ
　　　いて
　３．公共施設整備方針、理解が深ま
　　　る町民周知のあり方を

●山木由美議員…………………13
　１．スクールソーシャルワークコー
　　　ディネーターの取り組みは
　２．コロナ禍における家庭の貧困に
　　　ついて
　３．中学校の校則とジェンダー教育
　　　について

●伊澤良治議員…………………14
　１．新型コロナウイルスワクチン接
　　　種について
　２．小学校適正規模の考え方につい
　　　て
　３．有機農業の推進について
　　　　　　
●数馬治男議員…………………15
　１．コロナ感染対策について
　２．小中学校の感染対策
　３．ワクチン接種について
　４．農作物の凍霜害について

●秋葉晶子議員…………………16
　１．地域包括ケアシステムの進捗状
　　　況は
　２．地域福祉の充実を

高畠町議会動画配信 検 索
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一 般 質 問

佐 藤 仁 一　議員

町長　次なる支援の準備を進めている

　「新型コロナ」
町独自支援の検討を

問
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
多
種

に
わ
た
り
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
再
度
実
態

を
掌
握
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
併
せ
て
、
雇
用
情
勢
が

悪
化
し
、
人
員
削
減
や
解

雇
が
予
想
さ
れ
る
。
実
情

に
即
し
た
町
独
自
の
支
援

の
検
討
を
。

答
　
国
や
県
の
支
援
策
の

動
向
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
町
商
工
会
や
町
独
自

の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
、

次
な
る
町
独
自
の
支
援
策

が
で
き
る
よ
う
現
在
準
備

を
進
め
て
い
る
。

問
　
社
会
福
祉
協
議
会
が

窓
口
と
な
る
、
緊
急
小
口

資
金
や
総
合
支
援
資
金
の

特
別
貸
し
付
け
制
度
の
さ

ら
な
る
周
知
の
徹
底
を
。

答
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
等
で
の
周
知
を
今
後
も

継
続
し
実
施
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
へ
の
相
談
を
通

じ
て
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
く
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
が
前

年
比
２
倍
と
な
っ
た
が
、

今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ

る
と
考
え
る
。

　
新
た
な
返
礼
品
の
開
発

状
況
は
。

答
　
農
家
を
含
め
た
個
別

相
談
会
や
制
度
説
明
会
の

開
催
、
た
か
は
た
ブ
ラ
ン

ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

返
礼
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
の
発
信
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

問
　
高
畠
中
学
校
、
図
書

館
な
ど
の
大
規
模
な
建
設

事
業
が
続
き
、
今
後
も
新

庁
舎
建
設
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
財

政
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

答
　
町
民
に
と
っ
て
真
に

必
要
な
事
業
を
軸
に
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
大

型
建
設
事
業
の
影
響
が
出

な
い
よ
う
、
実
施
計
画
や

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
い

く
。

問
　
町
は
国
か
ら
の
普
通

交
付
税
が
命
綱
と
な
る
。

　
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

の
た
め
、
多
額
の
国
債
発

行
で
ひ
っ
迫
し
た
状
況
と

考
え
る
が
、
交
付
税
へ
の

影
響
は
。

答
　
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
等
か
ら
、

地
方
交
付
税
総
額
も
減
少

し
て
い
く
も
の
と
予
想
し

て
い
る
。
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
優
先
順
位
を
見
極

め
た
対
応
を
行
う
。

問
　
財
政
の
厳
し
さ
を
実

感
す
る
中
、
将
来
後
継
と

な
る
若
い
世
代
に
安
心
し

て
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
、

長
期
の
財
政
計
画
を
示
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
長
期
の
財
政
計
画
を

策
定
す
る
に
は
、
不
確
定

な
要
素
が
多
く
正
確
な
数

値
の
捕
捉
が
困
難
で
あ
る
。

　
大
型
建
設
事
業
の
財
源

等
、
あ
る
程
度
確
定
し
た

時
点
で
示
せ
る
よ
う
努
力

す
る
。

　

資
金
貸
し
付
け
制

度
の
周
知
徹
底
を

ふ
る
さ
と
納
税
の

増
加
に
向
け
て

今
後
の
財
政
運
営
は

新
型
コ
ロ
ナ

交
付
税
へ
の
影
響
は

長
期
財
政
計
画
の

提
示
を

▲特別貸し付け制度の窓口となっている社会福祉協議会

2021. ７. 20 － 11 －

一 般 質 問

町長　再生利用に対し補助金を交付している

耕作放棄地の再生を

直 島 義 友　議員

問
　
年
々
増
加
す
る
耕
作

放
棄
地
を
生
か
す
方
策
は
。

ま
た
、
飼
料
用
米
は
耕
作

放
棄
地
に
自
由
に
作
付
け

で
き
る
の
か
。

答
　
耕
作
放
棄
地
を
第
三

者
が
再
生
利
用
す
る
場
合

に
対
し
、
町
独
自
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。
飼

料
用
米
の
作
付
け
に
は
、

供
給
先
と
の
契
約
が
必
要

で
あ
る
。

問
　
施
政
方
針
に
あ
る

「
先
駆
的
な
取
り
組
み
」

の
実
例
は
。

答
　
日
本
電
気
株
式
会
社

の
地
方
進
出
第
一
号
、
株

式
会
社
日
電
高
畠
製
作
所

の
企
業
誘
致
に
よ
る
、
町

内
の
電
子
機
器
産
業
の
発

展
等
が
あ
る
。

問
　
当
町
の
林
業
は
外
国

産
材
に
押
さ
れ
、
衰
退
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

林
業
の
振
興
策
は
。

答
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、

森
林
の
担
う
役
割
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。
役
場
新

庁
舎
へ
の
町
産
木
材
の
使

用
や
、
県
の
「
や
ま
が
た

森も

林り

ノ
ミ
ク
ス
加
速
化
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
活
用
し
つ
つ
、

山
林
の
所
有
者
確
認
作
業

や
境
界
不
明
地
の
解
消
に

も
同
時
に
取
り
組
む
。

問
　
か
つ
て
の
町
内
は
、

鳩
峰
高
原
で
の
放
牧
な
ど

酪
農
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

酪
農
経
営
の
実
態
は
。

答
　
令
和
２
年
度
の
酪
農

経
営
体
数
は
32
戸
で
、
30

年
間
で
84
パ
ー
セ
ン
ト
も

減
少
し
て
お
り
、
酪
農
経

営
は
厳
し
い
と
捉
え
て
い

る
。
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
り
、
酪
農
業
か
ら

撤
退
す
る
動
き
が
加
速
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

問
　
ブ
ド
ウ
栽
培
の
盛
ん

な
当
町
で
あ
る
が
、
栽
培

農
家
は
年
々
減
少
し
て
い

る
。
そ
の
対
策
は
。

答
　
ハ
ウ
ス
の
更
新
時
期

に
廃
園
の
傾
向
が
あ
る
。

老
朽
化
し
た
ハ
ウ
ス
の
更

新
に
対
し
補
助
で
き
る
よ

う
、
国
や
県
に
対
し
て
要

望
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
全
国
に
範
た
る
当
町

の
有
機
農
業
で
あ
る
が
、

大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て

い
な
い
。
有
機
農
業
の
課

題
と
そ
の
対
策
は
。

答
　
有
機
農
業
は
雑
草
や

病
害
虫
と
の
闘
い
で
あ
り
、

定
収
量
を
得
る
こ
と
が
難

し
い
。
ま
た
、
生
産
費
が

か
か
る
た
め
価
格
が
割
高

と
な
り
、
販
売
先
が
確
保

し
に
く
い
。
本
年
度
か
ら

町
有
機
農
業
推
進
委
員
会

を
創
設
し
、
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
先
人
か
ら
受
け
継
い

だ
文
化
や
伝
統
行
事
に
参

加
す
る
若
者
が
少
な
い
。

ス
マ
ホ
等
で
情
報
や
知
識

を
得
て
い
る
の
が
原
因
で

は
な
い
か
。

答
　
飛
躍
し
過
ぎ
た
分
析

と
感
じ
る
。
生
活
様
式
の

変
化
な
ど
、
複
数
の
要
因

が
組
み
合
わ
さ
っ
た
結
果

と
思
う
。

問
　
県
内
57
パ
ー
セ
ン
ト

の
自
治
体
で
、
学
校
給
食

費
の
助
成
を
実
施
し
て
い

る
。
当
町
で
も
県
内
に
先

駆
け
て
、
学
校
給
食
を
無

償
化
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
当
町
の
学
校
給
食
は

県
内
で
も
充
実
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
給

食
原
材
料
費
は
保
護
者
に

よ
る
実
費
負
担
が
原
則
と

考
え
て
い
る
。

先
駆
的
な

取
り
組
み
実
例
は

林
業
の
振
興
策
は

酪
農
経
営
の
実
態
は

ブ
ド
ウ
農
家
の

減
少
対
策
は

有
機
農
業
の
課
題
は

学
校
給
食
の
無
償
化

文
化
や
伝
統
を
引

き
継
ぐ
た
め
に
は

▲まだまだ進まない耕作放棄地の再生
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一 般 質 問

菊 地 英 雄　議員

町長　飲食宿泊業で５割強、減少している

「新型コロナ」業種別の影響は

▲令和４年度に除却予定の多目的屋内運動場（旧コミュニティープール）

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が

長
期
に
及
ぶ
中
で
、
当
町

事
業
者
の
業
種
別
経
営
に

対
す
る
影
響
を
、
現
状
で

ど
う
見
て
い
る
の
か
。

答
　
町
が
行
っ
た
年
間
平

均
売
り
上
げ
調
査
に
よ
る

と
、
飲
食
、
宿
泊
業
が
５

割
強
、
建
設
業
が
５
割
弱
、

製
造
業
が
３
〜
４
割
、
小

売
、
販
売
業
、
生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス
業
が
２
〜
４
割

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
事
業
者
が
求
め
る
経

済
支
援
内
容
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
比
較
的
早
急
に

対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
る
施
策
は
何
か
。

答
　
３
月
の
町
景
況
調
査

に
よ
る
事
業
者
の
希
望
は
、

売
り
上
げ
減
少
に
対
す
る

補
償
、
各
種
支
援
制
度
の

情
報
提
供
、
雇
用
維
持
に

対
す
る
助
成
金
、
無
利
子

融
資
等
の
金
融
支
援
の
順

で
あ
っ
た
。

　
国
や
県
の
支
援
策
の
動

向
を
見
な
が
ら
、
町
が
行

う
優
先
的
な
施
策
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

問
　
消
費
が
停
滞
す
る
中
、

昨
年
実
施
し
た
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
よ
う
な
事
業

に
期
待
す
る
声
も
あ
る
。

　
全
町
民
参
加
型
の
新
た

な
手
法
に
よ
る
景
気
喚
起

策
が
必
要
で
な
い
か
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
収
束
時
期
、
昨
年
の
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の

反
省
点
を
踏
ま
え
た
改
善

策
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
以
外
の
効
果
的
な
事

業
の
可
能
性
な
ど
、
今
後

商
工
会
や
関
係
者
と
総
合

的
な
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問
　
町
内
に
在
住
す
る

２
０
０
人
近
く
の
外
国
人

の
う
ち
、
技
能
実
習
生
は

何
人
か
。

　
ま
た
、
受
け
入
れ
企
業

や
実
習
生
の
生
活
実
態
は

把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
４
月
１
日
現
在
、
技

能
実
習
生
は
78
名
で
ベ
ト

ナ
ム
や
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

の
入
国
が
増
え
て
い
る
。

　
技
能
実
習
生
を
受
け
入

れ
る
一
連
の
手
続
き
は
監

理
団
体
が
行
う
が
、
町
内

外
の
監
理
団
体
が
関
わ
っ

て
お
り
、
町
で
は
受
け
入

れ
企
業
の
状
況
や
生
活
環

境
の
詳
細
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
い
な
い
。

問
　
来
年
度
に
取
り
壊
す

方
針
の
多
目
的
屋
内
運
動

場
に
つ
い
て
、
他
の
施
設

に
移
行
し
利
用
で
き
る
状

況
説
明
、
利
用
者
や
地
域

等
に
周
知
と
理
解
を
促
す

た
め
の
手
立
て
が
大
事
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
　
利
用
移
行
に
つ
い
て

は
、
他
施
設
の
空
き
情
報

の
事
前
確
認
を
利
用
者
に

お
願
い
し
た
い
。

　
除
却
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
意
見
や
検
討
会
を
経

て
決
定
し
た
。
今
後
、
地

元
住
民
や
利
用
者
に
、
除

却
さ
れ
る
令
和
４
年
度
ま

で
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
周
知
し
て
い
く
。

早
急
性
が
求
め
ら

れ
る
支
援
策
は

多
目
的
屋
内
運
動

場
の
取
り
壊
し

外
国
人
技
能
実
習

生
の
実
態
は

新
た
な

消
費
喚
起
策
は
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一 般 質 問

教育長　各学校の保健室に設置している

山 木 由 美　議員

小中学校での
生理用品の設置状況は

▲ジェンダー教育の観点で導入された
　女子生徒のスラックス

問
　
現
在
の
小
中
学
校
に

お
け
る
生
理
用
品
の
設
置

や
取
り
扱
い
状
況
は
。

答
　
各
学
校
の
保
健
室
に

設
置
し
、
児
童
生
徒
の
心

の
ケ
ア
や
、
性
と
い
の
ち

の
学
習
も
含
め
て
養
護
教

諭
が
主
に
対
応
し
て
い
る
。

　
学
校
保
健
予
算
で
設
置

し
て
お
り
、
児
童
生
徒
に

実
費
負
担
は
求
め
て
い
な

い
。

問
　
生
理
で
あ
る
こ
と
を

先
生
に
打
ち
明
け
な
く
て

も
自
由
に
使
え
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
手
に
取
り

や
す
く
な
る
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
尊
重
さ
れ
、
安
心

し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
小
中
学

校
の
ト
イ
レ
の
個
室
に
生

理
用
品
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

答
　
子
ど
も
た
ち
へ
の
丁

寧
な
指
導
、
体
調
の
観
察

も
含
め
、
生
理
用
品
は
保

健
室
で
保
管
し
て
い
る
。

　
な
お
、
今
後
も
同
様
の

対
応
を
し
な
が
ら
、
各
学

校
長
や
養
護
教
諭
等
か
ら

意
見
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

生
活
困
窮
を
訴
え
て
い
る

家
庭
が
全
国
的
に
増
え
て

い
る
。

　
就
学
援
助
の
申
請
が

あ
っ
た
女
子
児
童
や
生
徒

の
い
る
世
帯
へ
、
生
理
用

品
の
現
物
支
給
を
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
就
学
援
助
の
対
象
は

就
学
に
必
要
な
項
目
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。

　
面
談
を
通
し
て
家
庭
の

状
況
を
聞
き
取
り
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
か
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
生
徒
一
人
一
人
の
自

主
性
に
委
ね
、
本
当
の
意

味
で
の
自
主
・
自
立
そ
し

て
生
き
る
力
、
生
き
抜
く

力
を
育
て
る
た
め
、
生
徒

が
中
心
と
な
っ
て
校
則
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
の
場

つ
く
り
を
進
め
て
い
く
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
生
徒
と
教
師
が
互
い

に
尊
重
し
な
が
ら
、
生
徒

が
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

判
断
し
、
主
体
的
に
行
動

で
き
る
「
生
き
る
力
」
を

育
て
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
生
徒
の
実
態
や
社
会
の

変
化
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
中
学
校
に
お
い
て

校
則
の
見
直
し
を
図
っ
て

い
る
。

問
　
教
育
は
社
会
全
体
の

意
識
や
固
定
観
念
に
お
い

て
大
き
な
影
響
力
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
性
別
に
関
係

な
く
誰
を
も
平
等
に
尊
重

す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
と

教
職
員
の
意
識
改
革
が
大

切
と
感
じ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

と
考
え
は
。

答
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
の

取
り
組
み
の
一
例
と
し
て
、

来
年
度
か
ら
町
内
全
学
校

で
男
女
混
合
名
簿
を
導
入

す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
ま
た
、
教
員
を
対
象
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
の

研
修
等
も
実
施
し
て
い
く
。

ト
イ
レ
個
室
に

生
理
用
品
の
設
置
を

就
学
援
助
制
度
で

現
物
支
給
す
べ
き

で
は

中
学
校
の
校
則
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
は



　
現
在
、
介
護
士
や
保
育

士
な
ど
、
機
能
停
止
に
よ

る
影
響
が
大
き
い
職
場
の

方
々
に
接
種
し
て
い
る
。

今
後
、
教
員
等
に
も
範
囲

を
広
げ
る
こ
と
を
検
討
す

る
。
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一 般 質 問

伊 澤 良 治　議員

町長　余剰ワクチンを計画的に接種した

町執行部のワクチン接種は
妥当であったか

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
当

た
る
医
療
従
事
者
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
と
命
の
危
険
性

を
抱
え
な
が
ら
接
種
業
務

に
従
事
し
て
い
る
。

　
町
執
行
部
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
医
療
従
事
者
の

接
種
後
に
す
べ
き
で
あ
っ

た
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
医
療
従
事
者
の
接
種

は
、
高
齢
者
の
接
種
が
始

ま
る
前
に
、
全
て
終
了
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
危
機
管
理
上
の
観
点

か
ら
余
剰
分
の
ワ
ク
チ
ン

を
計
画
的
に
接
種
し
た
も

の
で
あ
る
。

問
　
余
剰
ワ
ク
チ
ン
や

キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
場
合

の
対
応
計
画
を
明
ら
か
に

す
べ
き
。

　
さ
ら
に
、
余
剰
ワ
ク
チ

ン
や
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た

場
合
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

で
き
な
い
子
ど
も
を
守
る

た
め
、
教
職
員
、
介
護
士

や
保
育
士
な
ど
を
優
先
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
余
剰
ワ
ク
チ
ン
の
対

応
は
、
各
自
治
体
に
委
ね

ら
れ
て
お
り
、
年
度
初
め

に
策
定
し
た
計
画
に
示
し

て
い
る
。

問
　
小
学
校
適
正
規
模
等

検
討
委
員
会
の
開
催
は
実

質
３
回
に
と
ど
ま
り
、
保

護
者
等
が
意
見
を
出
し
合

い
考
え
る
と
い
う
場
が
な

か
っ
た
と
思
う
。

　
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
え
る
小
学
校
の
あ
り
方

を
地
域
住
民
、
保
護
者
が

話
し
合
い
、
合
意
形
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
合
意
形
成
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
　
検
討
委
員
会
の
報
告

を
受
け
、
教
育
委
員
会
と

し
て
小
学
校
の
あ
り
方
に

つ
い
て
町
当
局
に
答
申
を

行
っ
た
。

　
今
後
、
具
体
的
な
学
校

運
営
方
法
の
検
討
が
必
要

に
な
っ
た
際
に
は
、
検
討

過
程
に
お
い
て
必
要
に
応

じ
て
広
く
町
民
と
の
意
見

交
換
の
場
を
設
け
て
い
く
。

問
　
「
有
機
農
業
の
高

畠
」
に
再
び
光
を
当
て
る

よ
う
な
推
進
計
画
に
期
待

し
た
い
。

　
町
独
自
の
有
機
農
産
物

「
認
証
制
度
」
は
、
研
究

の
段
階
か
ら
前
に
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の

取
得
と
更
新
に
要
す
る
費

用
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
、

有
機
農
業
の
課
題
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
新
た
に

「
高
畠
町
独
自
の
認
証
基

準
の
研
究
」
に
取
り
組
む
。

当
面
は
、
独
自
の
基
準
づ

く
り
と
認
証
の
し
く
み
な

ど
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

を
行
う
。

余
剰
ワ
ク
チ
ン
や

キ
ャ
ン
セ
ル
へ
の

対
応
は

小
学
校
の
適
正
規

模
の
検
討
と

今
後
に
つ
い
て

有
機
農
業
推
進
計

画
の
取
り
組
み

▲げんき館内で実施しているワクチン集団接種

問
　
県
内
に
お
い
て
も
、

あ
る
高
校
で
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
と
聞
く
。

　
感
染
源
や
感
染
経
路
を

断
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

安
全
に
安
心
し
て
学
べ
る

環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
当
町
で
は
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

い
る
の
か
。

答
　
感
染
に
つ
い
て
気
に

な
る
事
案
が
あ
る
場
合
は
、

学
校
に
相
談
す
る
よ
う
保

護
者
に
お
願
い
し
て
お
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
登
校
を

見
合
わ
せ
る
な
ど
連
携
し

て
対
応
し
て
い
る
。

　
授
業
や
給
食
、
学
校
行

事
に
お
い
て
も
、
文
部
科

学
省
や
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
の
っ
と
り
感
染
防
止

対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

一 般 質 問
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▲凍霜被害を受けたデラウェア

町長　正しい情報提供などで徹底する

「新型コロナ」
　　　 感染防止対策の徹底を

数 馬 治 男　議員

小
中
学
校
の

感
染
防
止
対
策
は

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
日
本
で
確
認
さ
れ
て
か

ら
１
年
半
が
経
過
し
た
。

　
政
府
は
緊
急
事
態
宣
言

等
を
発
す
る
な
ど
、
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
第

４
波
の
収
束
が
見
え
な
い
。

　
当
町
も
５
月
22
日
に
は

３
名
、
翌
日
に
は
８
名
と

多
く
の
感
染
者
が
確
認

さ
れ
た
。
町
民
向
け
や
企

業
・
事
業
者
向
け
に
感
染

防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る

べ
き
で
は
。

答
　
対
策
に
あ
た
っ
て
は
、

保
健
所
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
迅
速
か
つ
丁

寧
に
対
応
し
て
い
る
。
町

感
染
症
対
策
本
部
が
中
心

と
な
り
、
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
、
正
し
い
情
報

の
提
供
と
対
策
の
徹
底
を

呼
び
か
け
る
。

の
切
り
札
と
し
て
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
っ
た
。
医

師
等
の
協
力
の
下
、
接
種

体
制
が
構
築
さ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的

な
体
制
は
。

　
ま
た
接
種
地
区
の
順
序

は
。

答
　
平
日
は
公
立
高
畠
病

院
、
日
曜
日
は
町
内
の
医

院
、
薬
剤
師
や
在
宅
看
護

師
か
ら
協
力
を
得
て
集
団

接
種
を
実
施
し
て
い
る
。

　
地
区
の
順
番
は
、
高
齢

者
数
や
交
流
人
口
、
飲
食

店
等
の
多
い
地
域
か
ら
順

次
接
種
日
時
を
指
定
し
て

接
種
を
進
め
て
い
る
。

問
　
４
月
11
日
、
15
日
、

27
日
の
凍
霜
害
で
サ
ク
ラ

ン
ボ
や
ブ
ド
ウ
等
果
樹
に

著
し
い
被
害
が
出
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
等
で
個
別
の
実
態
調

査
を
行
っ
た
と
承
知
し
て

い
る
が
、
被
害
の
実
態
と

今
後
の
対
策
、
支
援
策
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
凍
霜
害
に
よ
り
サ
ク

ラ
ン
ボ
や
ブ
ド
ウ
、
リ
ン

ゴ
、
西
洋
梨
な
ど
の
果
樹

全
般
で
雌
し
べ
が
枯
死
す

る
被
害
が
出
て
い
る
。
デ

ラ
ウ
エ
ア
は
、
約
46
パ
ー

セ
ン
ト
の
園
地
が
被
害
を

受
け
た
。

　
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
県
の
支
援
策
を

活
用
し
対
応
す
る
。

凍
霜
害
の
状
況
と

今
後
の
対
策
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

と
地
区
の
順
番
は
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一 般 質 問

秋 葉 晶 子　議員

町長　感染対策を考慮しながら対応していく

地域の居場所活動に
サポートを

問
　
介
護
予
防
、
重
度
化

防
止
対
策
と
し
て
、
地
域

の
集
い
の
場
や
い
き
い
き

健
康
体
操
な
ど
が
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外
出

を
控
え
、
自
宅
に
こ
も
り

が
ち
と
な
る
今
こ
そ
、
事

業
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

生
き
が
い
活
動
を
サ
ポ
ー

　
今
後
は
感
染
状
況
を
注

視
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

進
行
状
況
や
感
染
対
策
を

考
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

問
　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
便
利
に
な
っ
た
が
、
地

区
内
の
近
距
離
移
動
、
銀

行
や
薬
局
で
の
薬
の
受
け

取
り
な
ど
、
細
か
な
ニ
ー

ズ
に
は
対
応
し
き
れ
な
い
。

　
高
齢
者
が
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
地
域

で
共
に
支
え
合
う
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
」
制
度
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

答
　
こ
の
仕
組
み
は
、
行

政
が
運
営
す
る
形
態
で
は

な
い
と
考
え
る
。

　
必
要
と
さ
れ
る
地
域
や

集
落
、
さ
ら
に
は
運
営
さ

れ
る
方
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情

に
沿
っ
た
支
援
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
　
厚
生
労
働
省
の
調
査

に
よ
る
と
、
人
生
最
期
の

時
を
「
自
宅
」
で
迎
え
た

い
方
が
半
数
を
超
え
る
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
は
、
地
域
で

自
助
・
共
助
・
互
助
の
仕

組
み
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
在
宅
医
療
、
介
護
連
携

を
進
め
る
た
め
の
対
策
は
。

答
　
町
で
は
、
高
畠
町
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進

協
議
会
を
組
織
し
、
在
宅

医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

切
れ
目
の
な
い
提
供
体
制

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省

が
定
め
た
「
人
生
会
議
」

の
普
及
な
ど
、
在
宅
療
養

の
普
及
啓
発
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。

問
　
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
に
は
、
生
き
が
い
を

つ
く
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
、

未
来
を
切
り
拓
く
力
を
育

む
次
世
代
教
育
が
必
要
と

考
え
る
。

　
幅
広
い
世
代
が
交
流
す

る
活
動
に
よ
り
、
地
域
に

活
力
が
生
ま
れ
、
地
域
に

関
心
を
持
つ
若
者
を
増
や

す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
地
域
が
継
続
的
に
活
動

で
き
る
た
め
の
体
制
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
小
中
学
生
や
高
校
生

が
、
地
域
の
中
で
多
世
代

と
の
交
流
を
通
し
て
地
域

へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
、
地

域
の
未
来
を
考
え
る
機
会

は
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
な
ど
、
地
域

で
活
動
す
る
若
い
世
代
が

増
え
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

人
生
最
期
の
時
を
自

宅
で
迎
え
る
た
め
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
の
導
入
を

▲地域の茶の間で「頭スッキリ体操」

持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
向
け
て

▲次世代へ伝承「そば打ち教室」

ト
し
て
い
く

工
夫
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　
地
域
と

の
交
流
や
体

を
動
か
す
こ

と
の
重
要
性

は
認
識
し
て

い
る
が
、
感

染
防
止
と
の

両
立
を
ど
う

図
っ
て
い
く

か
が
課
題
で

あ
る
。

閉会中の所管事務調査
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▲ワクチン接種の様子

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

（
令
和
３
年
４
月
か
ら
５
月
ま
で
の
調
査
）

総
務
文
教

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

問
　
家
族
が
罹り

患か
ん

し
た
が
、

児
童
、
生
徒
が
濃
厚
接
触

者
と
判
断
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
の
対
応
は
。

答
　
学
校
が
保
護
者
と
相

談
の
う
え
、
ど
の
く
ら
い

休
む
か
を
対
応
し
て
い
る
。

問
　
令
和
２
年
度
の
臨
時

休
校
の
影
響
は
。

答
　
学
習
の
遅
れ
は
昨
年

12
月
に
取
り
戻
し
、
進
級
、

卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
や
友
達
と
力
を
合
わ

せ
た
達
成
感
な
ど
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ず
、
厳
し

い
一
年
だ
っ
た
。

問
　
今
後
の
進
め
方
は
。

答
　
小
学
校
適
正
規
模
等

検
討
委
員
会
か
ら
教
育
委

員
会
に
報
告
書
が
提
出
さ

れ
た
。
今
後
「
総
合
教
育

会
議
」
に
お
い
て
報
告
書

の
内
容
を
踏
ま
え
、
教
育

委
員
会
か
ら
町
長
へ
の
答

申
を
行
う
。

問
　
臨
時
休
校
と
な
っ
た

場
合
の
対
応
は
。

答
　
各
学
校
に
導
入
さ
れ

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
、

校
内
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
練
習
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
家
庭
の
通
信

環
境
も
確
認
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
夏
季
大
会
実
施
の
た

め
の
指
針
は
。

答
　
県
教
育
委
員
会
か
ら
、

各
競
技
実
施
に
当
た
っ
て

の
留
意
事
項
と
し
て
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
配
布

さ
れ
て
い
る
。

問
　
感
染
者
が
出
た
部
は
、

大
会
に
参
加
で
き
な
い
と

聞
く
。
生
徒
に
対
す
る
対

応
は
。

答
　
置
賜
地
区
の
感
染
の

広
が
り
を
踏
ま
え
、
土
日

の
部
活
動
を
見
合
わ
せ
る

等
、
感
染
予
防
対
策
を

取
っ
て
い
る
。
感
染
者
が

出
た
場
合
は
、
県
の
動
向

な
ど
を
含
め
て
対
応
を
考

え
る
。
正
し
い
情
報
の
中

で
指
導
を
し
て
い
る
の
で
、

保
護
者
に
も
理
解
を
お
願

い
し
た
い
。

問
　
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
７
月
ま
で
に
完
了

さ
せ
る
予
定
だ
が
、
前
提

条
件
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

歯
科
医
師
や
薬
剤
師
の
協

力
も
要
請
す
る
の
か
。

答
　
前
提
条
件
は
、
か
か

り
つ
け
医
で
の
個
別
接
種

と
住
所
地
外
接
種
が
進
む

こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
歯
科
医
師
は
予

定
し
て
い
な
い
が
、
薬
剤

師
に
は
注
射
器
に
薬
剤
を

充
て
ん
す
る
作
業
を
お
願

い
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
引
き
こ
も
り
の
方
々

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
状

況
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
状
況
は
把
握
し
て
い

な
い
。
健
康
長
寿
課
と
福

祉
こ
ど
も
課
で
連
携
し
て

取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

問
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全

国
的
に
妊
娠
届
出
数
が
低

下
し
た
よ
う
だ
が
、
当
町

の
傾
向
は
。

答
　
当
町
と
し
て
は
、
大

き
な
変
化
は
な
い
。

問
　
飲
食
店
等
持
続
化
給

付
事
業
の
詳
細
は
。

答
　
飲
食
業
、
宿
泊
業
、

露
天
商
な
ど
、
飲
食
関
係

を
対
象
と
す
る
。

　
支
給
額
は
個
人
が
最
高

40
万
、
法
人
が
最
高
50
万

円
で
、
売
り
上
げ
の
減
少

率
に
よ
り
算
定
す
る
。

　
町
内
１
２
５
事
業
所
、

平
均
40
万
円
の
申
請
を
想

定
し
て
お
り
、
総
額
で

５
０
０
０
万
円
と
な
る
。

学
校
の
臨
時
休
校

小
学
校
の
適
正
規
模
検
討

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

中
学
校
総
合
体
育
大
会

ワ
ク
チ
ン
接
種

産
業
厚
生

妊
娠
届
出
数

持
続
化
給
付
金
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　私は高校時代から教員になることが目標
で、現在も目標を追い続けています。
　高校時代は、ボランティアサークル地球
（テラ）に所属し、町のさまざまな行事に参
加しながら地域の方々との交流を通して、コ
ミュニケーションの大切さや人の温かさを感
じてきました。高校３年の時には、文部科学
省のプログラムでカンボジアに単身留学し、
子どもたちや先生方と共に学習や環境等のボ
ランティア活動を行いました。
　２週間という短い期間でしたが、言葉の重
要性、人と人とをつなげる笑顔の力、あきら
めないことの大切さを学ぶことができまし
た。帰国後は、母校の二井宿小学校での講演
や地区公民館での写真展示など、充実した事
後活動をさせていただきました。
　高校卒業後は、短大で言葉や教育について
学び、同じ目標を持った仲間と貴重な時間を
過ごしました。現在は二井宿小学校に勤務し
ながら、自らも学び、自己成長を目指してい
ます。勤務先が母校であるという誇りと責任
を持ち、日々精進していきます。
　このようにさまざまなことに取り組むこと
ができるのは、幼いころから見守っていただ
いた地域の方々や豊かな自然環境のおかげで

想 い
私
の 八

や

　鍬
くわ

　千
ち

　尋
ひろ

　さん
二井宿小学校　助教諭

9月定例会を傍聴しませんか

９月６日㈪～２１日㈫までの予定です
議会事務局　ＴＥＬ５２－４４８５

（気軽にお問い合わせください。）

●
●
●
●

編
集
委
員

委
員
長
　
　
秋

葉

晶

子

副
委
員
長
　
　
平
　
　
　
　
　
誠

委
　
　
員
　
　
島
　
津
　
正
　
幸

菊

地

英

雄

関

　

陽

介

山

木

義

昭

▲ 外国語授業の様子

（二井宿）

高畠町での成長と恩返し
あると感謝しています。町のさまざまな活動
に関心を持ち、地域の将来を担う子どもたち
との関わりや日々の生活を通して恩返しをし
ていきたいと思っています。
　私はこれからもこの町で学び続けていきま
す。そのためには、地域の交流やイベント、
誰もが学び続けられる環境など、若い世代が
住みたくなるような町づくりが必要と感じて
います。


